
 

 

２０２２年６月 16日 

建交労神奈川県南支部 

2022年夏季闘争№６ 

2021年度推進ニュース㉖通算 260号 

発行責任者 小島 茂 

 

 

 

 

 

参議院選挙（6月 22日公示、7月 10日投開票）が

間近に迫っています。今度の参議院選挙をとりまく

国内外の情勢を見ると、まさに日本と国民の未来・

命運がかかった選挙戦であることが分かります。 

今年 2月 24日にロシアのプーチン政権が、国連憲

章や国際条約・国際法を踏みにじってウクライナへ

の軍事侵略を開始し、多くの市民の命を奪い略奪や

性犯罪、原発への砲撃といった蛮行を重ね、プーチ

ン大統領は核兵器使用も辞さないとしています。 

これに対し岸田政権や維新の会などはこれを好機

として核兵器共有や敵基地攻撃能力の保有を当然の

ことと主張し、アメリカ・バイデン大統領が求めた

日本の軍備拡張を待ってましたとばかりに全面的に

受け入れ憲法９条を邪魔者とし改悪を急いでいます。 6月 14日付“しんぶん赤旗”の報道記事 

また、岸田政権は大企業などが求めるまま２度の消費税増税や異次元の金融緩和、賃金

抑え込みを容認した安倍政権のアベノミクス（新自由主義）を引き継ぎ、失敗を繰り返し

た安倍・菅政権のコロナ対策を反省することなく医療・介護・保健所などの脆弱な態勢を

放置し、労働者・中小零細業者の要求や核廃絶・気候危機などに背を向けています。 

こうした情勢でたたかう参議院選挙は、正に【戦争か平和か】【国民の暮らしや安全・

環境を優先するのか、大企業や金持ち優遇政策を続けるのか】を問うことになります。 

このなかで 6月 12日に愛知県の高校生ら 1000人が、参議院選挙に向けて平和や教育拡

充などを求めるパレードを名古屋市内で行いました。彼らは、3月 18日には「平和は願

っているだけではかないません。私たち中高生が立ち上って行動していきましょう」と、

ロシアのウクライナ侵略を非難する 200人規模のパレードを名古屋市内で行っています。 

愛知の高校生らは選挙前に自らの思いを発信し、私たち有権者の投票行動に反映させよ

うと頑張っています。建交労は“戦争と失業と貧乏に反対する”ことを運動の大原則とし

組合員自らの要求に基づいて積極的に選挙活動に参加する方針

を掲げています。神奈川県南支部の全組合員は、今度の参議院

選挙で、いまの政治を国民主権、基本的人権の尊重、平和主義

を基調とする日本国憲法に一歩でも近づけるため率先して選挙

活動に参加し周りの人たちに投票行動を呼びかけましょう。 

戦争か平和か？暮らし優先か大企業優遇か？

国民の未来かけた参院選挙に積極参加を！ 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


